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第１学年 音楽科学習指導案 

日 時 令和３年１１月５日（金）５校時  

学 級 １年Ａ組 １８名         

授業者 教諭 田村 綺菜         

 

１ 題材名 「赤とんぼ」の歌詞が表す情景や作者の心情を思い浮かべ、旋律や強弱との関わりを考え、表現

を創意工夫して歌おう 

 

２ 題材の目標 

(１) 「赤とんぼ」の曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに、創意工夫を生か

した表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付ける。 

(２) 「赤とんぼ」の旋律や強弱を知覚し、それらが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと

感受したこととの関わりについて考え、「赤とんぼ」にふさわしい歌唱表現を創意工夫する。 

(３) 「赤とんぼ」の歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わいに関心を持ち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。 

 

３ 題材について 

(１) 教材観 

   本題材は、学習指導要領に示された指導事項のうち、第１学年の内容 Ａ表現（１）歌唱 ア 歌唱表現

に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫すること、イ（ア）曲想と音楽の構

造や歌詞の内容との関わり、ウ（ア）創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体

の使い方などの技能、［共通事項]（１）ア「旋律、強弱」にかかわるものである。 

   今回取り上げた「赤とんぼ」は、中学校共通教材［心の歌］に指定されており、日本で長い間歌い継が

れてきた童謡の一つである。この曲の歌詞は、作詞者の三木露風自身の幼いころの実感に基づいて作詞さ

れた。「現実から回想へ→回想→回想の深まり→再び現実へ」と、１～４番にかけて移り変わっていき、「赤

とんぼ」や「姐や」など、歌詞を紡ぐ様々な言葉から、たくさんのイメージを想起することができる。 

   また、山田耕作の作った美しい旋律は大変叙情的で、広く国民に親しまれてきた。日本語の抑揚と旋律

の動きが関連している点や、きめ細かく指定された強弱記号が特徴的である。様々な要素を合わせること

で、自分なりに表現を深めやすい題材である。 

 

(２) 生徒観 

   生徒は、４月から前向きに歌唱活動に取り組んできた。歌詞に関して意味や考えを深めることも積極的

に行ってきた。しかし、自分の考えや想いを演奏に反映させることを苦手としている。自分なりにイメージ

を持つことはできるが、それらを踏まえ、曲にふさわしい演奏表現の創意工夫をすることには至っていな

いことが多い。 

  

(３) 指導観 

    本題材のねらいは「赤とんぼ」を形づくっている旋律や強弱と、曲想との関わりを感じ取り、曲にふさわ

しい音楽表現を創意工夫する資質・能力を育てることである。教材曲の「赤とんぼ」は、歌詞の内容と音楽

の諸要素が深く結びついていることで、演奏表現の工夫にたどりつきやすいと考える。 

   今回はまず、歌詞の内容を深く見つめ、その後、音楽とどのような関わりがあるか、グループ活動を通
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して考えていく。それをもとに、曲にふさわしい音楽表現を創意工夫する力を育てていく。 

思考・判断・表現に関する評価は、演奏によっても評価を行うが、その表現に至った理由を確認するた

めや、創意工夫しても発表だけでは表しきれない可能性も考え、ワークシートでの評価もしていく。  

 

(４) 研究主題との関わり 

   本校の研究主題は、「対話的な学びを通じた確かな力の育成～コミュニケーション能力向上の取組を基盤

として～」である。グループ活動で、自分の考えと他者の考えを比較・交流する場面を設定し、それを踏ま

えて曲にふさわしい音楽表現を創意工夫する資質・能力の育成を目指していく。交流の際には、意見発表に

留まることなく、お互いの考えを生かし、自身の演奏につなげられるような話し合いになるよう声掛けを

する。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 
「赤とんぼ」の曲想と音楽の構
造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解している。 
技 

 創意工夫を生かした表現で歌
うために必要な発声、言葉の発
音、身体の使い方などの技能を
身に付けている。 

思 
「赤とんぼ」の旋律、強弱を知

覚し、それらが生み出す特質や雰
囲気を感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりに
ついて考え、「赤とんぼ」にふさわ
しい歌唱表現を創意工夫してい
る。 

態 
「赤とんぼ」の歌詞が表す情景

や心情及び曲の表情や味わいに
関心を持ち、音楽活動を楽しみ
ながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしてい
る。 

 

５ 指導と評価の計画（全２時間） 

学習活動 評価規準・評価方法 

第
１
時 

○「赤とんぼ」の旋律の特徴と、歌詞の内容を

理解し、表現を工夫しよう。 

・「赤とんぼ」の音程を覚える。 

・旋律の上昇・下降、言葉の抑揚との関わりに

ついて理解する。 

・歌詞の内容を理解する。 

・１番の歌詞の音楽表現を考える。 

知 

〈発言・ワーク

シート〉 

  

第
２
時
（
本
時
） 

○旋律、強弱に注目し、「赤とんぼ」にふさわ

しい表現を考えて歌おう。 

・歌詞の内容を踏まえ、曲にふさわしい表現を

個人で考え、グループで交流する。 

・自分なりに工夫した表現で演奏する。 

 

 

 

 

技 

〈演奏〉 

思 

〈観察・発表・ワ

ークシート〉 

 

 

 

 

 

 

態 

〈観察・ワーク

シート〉 

 

６ 本時の指導（２／２時間）  

(１) 本時の目標 

「赤とんぼ」の旋律、強弱に注目し、ふさわしい表現を考えて歌おう。 
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(２) 本時の評価規準 

 Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する生徒への支援の手立て 

思
考
・
判
断
・
表
現 

・旋律、強弱を知覚し、それらが生み出す特質や雰

囲気を感受している。 

 

・自分なりに「赤とんぼ」の歌唱表現を創意工夫し

ている。 

・知覚・感受を苦手とする生徒には、グループでの

交流や、ほかの曲を例として挙げる、などの手立

てをとる。 

・歌唱表現を創意工夫することが苦手な生徒には、

既習の曲ではどのように表現したか思い出させ、

創意工夫のヒントを与える。 

 

(３) 本時の展開 

 学習活動 指導と評価の留意点 

導
入
（
５
分
） 

１ 前時の内容の確認をする。 

・歌詞の内容を確認する。 

・１～４番までを通して歌う。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

・前時にまとめた歌詞の意味を共有

する。 

 

展
開
（
４
０
分
） 

３ Aの演奏と Bの演奏を比較聴取し、それぞれについて、自分の

考えを持つ。 

・①どのような創意工夫がされているか、②その創意工夫によ

り、自分はどのような雰囲気を感じ取ったか考える。 

 

４ ３で考えたことをグループで共有し、考えを深める。 

・１～４番それぞれのグループに分かれて考える。 

 

５ 歌詞の内容や比較聴取、グループでの話し合いをもとに、９－

１２小節の歌い方を自分なりに創意工夫する。 

・①聴く人にどのような情景や気持ちを想像してもらいたい

か、②どのように歌で表現するのか考える。 

 

６ 自分の考えた表現をグループで共有し、考えを広げる。 

 

 

 

７ 工夫した表現を生かして歌えるように、各自練習をする。 

 

 

８ グループ内で、工夫した表現を生かし、発表する。 

・A と B は、強弱の差に加え、速度

の差もあるため、生徒が速度につ

いて意見を挙げる可能性も留意す

る。 

 

・ここで出た考えをいくつか全体で

共有する。 

 

・最も工夫してほしいのは強弱につ

いてだが、速度について工夫して

もよい。 

 

 

●思（ワークシート） 

・自分にはなかった他者の考えを生

かし、表現を考えてよいと伝える。 

 

・同じグループの人に聴いてもらう

のもよいと伝える。 

 

●技（演奏） 

「赤とんぼ」の旋律、強弱に注目し、表現を創意工夫して歌おう。 
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終
末
（
５
分
） 

９ 本時の振り返りを行う。 ・数人に振り返りを発表してもら

う。 

・強弱と歌詞との関わりを考えたこ

とで、どのように変化したか等を

書くように促す。 

 

(４) 板書計画 

 

    

 

 

    

 

 

 

 

 

「赤とんぼ」の旋律、強弱に注目し、表現を創意工夫して歌おう。 

前時 歌詞の読み取り 

・だんだん弱くしていく 

→切ない気持ち、悲しさ 

 

・最後まで強く、堂々と歌う 

→良い思い出になった、あたたかい気持ち 


